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平成 1 5 年度東海・北陸地区国立学校等技術専門職員研修
「物理・化学コース j 実施担当報告
福井大学技術部
坪川正和・坪川勝治・斎藤忠昭・坂口義輝・辻 正晴・山田隆昇・岡井善四郎
福田高・脇敬一・安藤誠
漆崎美智遠・鈴木重寛・下村与治・瀬戸六左衛門・藤田和美・佐藤秀左エ門
岡田文男・森田俊夫・田畑 功
東海・北陸地区技術専門職員研修が福井大学(物理・化学コース)、福井医科大学(生
物・生命科学コース)、富山医科薬科大学(情報処理コース)でおこなわれた。
第一日目は受講者全員が福井大学において合同研修を行い、研修終了後、懇親会が持
たれたがアンケートの結果、「短時間であったので、他大学の技官との意見交換があま
りできなかった。福井大学の技官ともう少し話がしたかった。富山へ移動をするのでし
かたありませんね。 J など懇親会時間の短かった意見が多く見受けられた。
第二日目以降は大学別に各コースの専門講義、実験実習が行われた。
福井大学での取り組みを簡単に紹介すると、総務課から技術部長宛に協力要請があり、
技術部内での取り組みが始まった。技術部と総務課の担当者で打ち合わせを行った結果、
「専門講義、実験実習及び企業見学まですべてについて企画、担当をお願いしたいJ と
のことであった。まず、技術部として企画、担当に参加していただける技術官を募集し、
物理担当、化学担当の世話人会を立ち上げた。
専門講義は物理・化学両担当で講義内容について検討した結果、物理専門・化学専門
の技官が同時に受講するため、「偏った講義にならないこと J を基本的な考えとして講
義内容、講師を決定した。アンケートによると講義内容について「専門分野外の研究を
知ることができてよかったJ r福井大学では、日本、世界に誇りうる多くの研究がされ
ていることに感嘆しました」・・-と講義は好評でした。
実験実習については、「専門性を生かした内容で行う」ため、物理コースと化学コー
スの 2 グループに分かれて内容の検討をした。技術部には何もなく、測定機器、測定装
置、加工器具類、実験実習室などそれらの使用が可能かどうかの調査からはじめなくて
はならなかった。これらの問題もグループ全員の努力により使用できるめどがつき、実
験実習の準備をはじめた。物理コースは 3 テーマ、化学コースも 5 テーマの準備が必要
だった。また、研修に不手際が生じないよう、実験実習と手)1慎の確認を繰り返し行い、
テキストを作成し、研修時に利用した。
アンケートでは「準備が行き届いていてスムーズにできたJ rなれない作業であった
が、資料と詳しい説明で無事終了したJ r大変有意義で楽しく勉強させていただきまし
た。技術部の皆さん有難うございましたJ r親切に指導していただき参考になりましたJ
など技術部に対して高い評価を得た。
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「福井大学オープンキャンパス 2泊13J
技術部担当企画
極低温のふしぎな世界
-・・実験で知る液化窒素のふしぎ・..
【企画内容}
低温寒剤、なかでも液化窒素は大学の理工系学部に於いては必要欠くべからずなも
のになっている。オーフンキャンパスに於ける小~高校生を対象とした液化窒素を用
いたこれらの小実験は、将来、理工系学部を目指す人達には大変有意義なものだと思
うし、そうでない人達にも興味あるものと思われる。
ここでは、私達が普段接することがない液化窒素(-1960C) を用いての興味尽き
ない“極低温のふしぎな世界"を体験して頂きました。
*液化窒素の予備知識
空気の約80%を占める窒素は常温では気体ですカミ 77K (ー196'C)まで温度を
下げることにより液体になる。液化窒素は実験用寒剤としてや工業プラント、受精卵
の保存、爆発物の処理、超伝導を利用したリニアモーターカーの開発、はたまたエス
テから涜・癒の除去までと実に広く利用されている。
また、沸点と凝固点が近いために、減圧すると直ぐに白色の固体になる。
ことで用いる液化窒素は「超低温物性実験施設J で鈍宣したものを用いている。
0液化窒素と液化酸素の色の違いを観察してみよう f
。液化窒素に膨らんだ風船を浸けるとどうなるかな?
。バナナのハンマーで釘を打ってみよう f
く〉液化窒素中で白熱する炭化フィラメント 1
0極低温での電気抵抗は?
。ゴムや草花を液化窒素に浸すとどうなるのかな?
0弾まないゴムボール f
小学生ではバナナの釘打ちゃゴムや草花の凍結実験に夢中になり、中・高校生は温
度と体積の関係、気体。液体の変化、液化窒素中での白熱するフィラメントなどを熱
心に観察していました。また、合わせて「超低温物性実験施設J を解放し、液化ヘリ
ウムーや液化窒素がどのように作られるのかを説明し、その製造装置を見学して頂きま
した。
今年も企画参加者は 200 名を越え、初めて団体での申し込みも有り盛況でした。
-83 -
-84 -
「福井大学オープンキャンパス 2003J
技術部担当企画
ガラスとのふれあい
~楽しいガラス細工~
企画代表者坪川正和
企画担当者下村与治、瀬戸六左衛門、藤田和美、佐藤秀左エ門、岡田文男、森田俊夫、田畑功
坂口義輝、山田隆昇、福田 高、脇敬一、安藤誠
三橋浩美(工学部支援室)、郡妙子(国際研究協力課)
ガラスは紀元前 25 世紀頃、古代エジプトやメソポタミアでつくられ、時代と文化を越え世界各地
の人々と親しまれ今日に至っています。人間が創り出した最も美しい素材のーっと言われ、現代生活
になくてはならない物となっています。しかし、意外とその性質については多くを知らされていませ
ん。ただ、子供の頃からガラスは衝撃に弱く割れやすいということを体験的に肌で感じているだけで、
熱によってやわらかくなり融解することは意外と知りません。この様にガラスには、割れる"、“融
ける"という 2つの性質があります。大学の研究室で、は高度の樹首を持った技祢渚が、“融ける性質"
を利用してバーナーでガラスを加工し、複雑に組み立てた反応装置等を製作して実験を行っています。
この企画は、バーナーや家庭用電子レンジを用いてガラス加工を体験し、ガラス細工の基礎技術、
基礎知識を深めることを目的としています。また、ガラスを現代風にアレンジし、見た目の美しさも
考慮しながら、自分のオリジナル作品を製作します。
当企画は小学生高学年(低学年は保護者同伴)から一般を対象にし、以下の 3 コーナーを企画しま
した。
①ガラス管マドラー(バーナー使用)
②ガラスの花(バーナー使用)
③ブローチ・箸置き(電子レンジ使用)
定員 60 名
定員 60 名
定員 64 名
時間 10 : 00""'16 : 00 
時間 10 : 00""'16 : 00 
時間 10 : 00""'16 : 00 
体験者数及びその内訳の集計結果を下表にまとめました。
一----- 幼児 小 1"'3 年生 小 4"'6 年生 中学生 高校生 一般 合計ガラス管マドラー 0 名 1 5 名 41 名 1 名 O 名 9名 66 名
ガラスの花 6名 35名 78名 14名 2名 16名 151 名
ブローチ・箸置き 3名 16名 26名 3名 0名 12名 60 名
体験者数は合計277 名でありましたが、小学生低学年は父兄同伴であるためその父兄と見学者を
含めると 350名を超える参加者があったものとd思われます。また、例年人気企画ということでより
多くの人達に体験機会を与えるべきでありましたが、担当者の負担等を考えると多数の希望者を断ら
ざるをえなくなり、大変迷惑を掛けたことは残念であります。また、この企画はガラスによる切り傷
やバーナー、電子レンジによる火傷等が心配されるため、たえず安全に気を配りながらの指導となり
ました。今回、軽い切り傷や火傷を負った方が2名いましたが、これも体験をして初めて分かること
で、良い経験になったのではないで、しょうか。
? ?? ?
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『福井大学オープンキャンパス 2003 J]
技術部担当企画
電子工作
《白色 LED ライトの製作》
企画代表者 漆崎美智遠
企画担当者 鈴木重寛，酒井孝員1 ，林庄司，岡井善四郎，本堂義記，
松山幸雄，篠競，白井治彦，水野広治
受付担当者 漆崎行乃利，虎尾智子(研究支援室)
近年は子ども達に対する家庭や学校でのものづくり体験の機会がめっきり減っていることか
ら，われわれ技術者集団は当オープンキャンパスなどにおいて，長期的展望に立脚した多様な
ものづくり体験の場を提供し，その基盤拡大と社会貢献を果たしている。今回も小・中・高校生
を対象に電子工作によるものづくりを通して電子技術あるいは科学技術に感心を持たせる目的
で企画・実施した。 内容はあらかじめ準備した電子回路図に基づいて様々な回路部品をプリン
ト回路基板上にはんだ付けして作品を完成するもので，製作者にとっては気軽にものづくりの
達成感を得る絶好の機会であり，行列のできる人気企画のーっとなっている。
当企画では， リピータを考慮して毎回新たなオリジナル作品を提供しており，今回提供した
作品は， DC-ACインバータを応用した『単三乾電池 1 本で白色発光ダイオードが光る懐中
電灯の製作』である(写真 1 ) 。 部品数 1 3 点で，はんだ付けポイント数 3 3 箇所の工作キット
155 組を準備した。ちなみに，この工作キ ッ トの単価である部品総額は 350 円であった。
右表に今回の実施時間と参加者数およびその内訳を示す。
説明時間 5 分，製作時間 30 分，交代・準備時間 5 分の時
間配分で 40 分ごとに先着順受付を行い，毎回の定員は工
具と技術指導スタッフ数の都合で 2 4 名とした。
参加者の一部には，予定時間内に完成できない者や部品の
取付けミスで動作しないなどのトラブルが発生し，別のテ
ーブルに移動してもらって完成を待つ場面もあった。また，
プリント基板の設計では，実用に供する目的から小型化を
図り単三乾電池ホルダーの底面積と同寸法にしたために，
銅箔ランドの間隔が狭い部分もありはんだ付け作業にやや
苦労したのではないかと反省している.
写真 1 完成品
-87 一
実施回数 実施時間 参加者数
1 10: 0'"'-' 24 名
2 10: 40'"'-' 24 名
3 1 :20'"'-' 24 名
4 13: 0'"'-' 24 名
5 13: 40'"'-' 24 名
6 14: 20'"'-' 24 名
7 15: 0'"'-' 11 名
計 155 名
参加者内訳:
小学 3 年生以下: 14 名!
小学 4'"'-'6 年生 : 87 名
学年不明: 7 名
中学生: 26 名
高校生: 16 名
一般: 5 名
電子工作経験者: 45 名
電子工作初心者: 110 名
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公開講座
『電子レンジとバーナーを用いたガラス加工j
担当者
第二技術室下村与治・瀬戸六左衛門・坂口 義輝・森田俊夫・田畑功
第三技術室漆崎美智遠
【目的】
福井大学では， 2 1 世紀にふさわしい「聞かれた大学づくり j を目指し，その一環として地
域の皆さんと一緒になって楽しめる「オープンキャンパスJ， r公開講座J などを実施している。
このような状況の中で，大学の構成員である技術部もこれまでにその役割の一翼を担ってきて
いる。そこで今回も生活に密着したガラスを題材にして電子レンジあるいはバーナーを用いて
ガラスの加工を行い，物っくりの面白さや楽しさを親子で体験・実習してガラスに対する理解
を深めてもらう。
【感想】
講座には親子 7 組の 1 4 人が参加した。今回，初めての試みとして土・日の 2 日間連続して
開催された。開催前日は，大型台風の予想進路が当日に福井地方を直撃するということで対応
に右往左往したが，台風による被害も無く，開催時間を遅らして無事開講にこぎつけた。初日
は，参加者の自己紹介・講義の後， r電子レンジによるガラス加工j の実習に入った。参加者に
より多くのブローチ・箸置きなどのオリジナル作品を作製してもらうということで 6 台の電子
レンジがフル稼動した。 2 日目は 2 斑に分かれバーナーを用いてのトンボ玉・マドラー作りに
挑戦した。その間，電子レンジを用いた作品作りは続けられた。最後に各自が製作した作品を
発表し，批評しあった。暑い夏休みの 2 日間であったが，冷房の効いた実験室での実習は参加
者に好評であった。
【作品の製作風景】 誰にも真似の出来ないオリジナル作品を製作するぞ!
電子レンジでどんな作品が出来るかな
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もっとガラスを熔かして! 自慢の作品の発表会
参加者の皆さん緊張してます!
2 0 0 3 年度福井大学公開講座
電子レンジとバーナーを用いたガラス加工
(ガラスブュージングとバーナーワーク)
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『平成 15 年度福井大学公開講座』
技術部担当企画
電子工作体験学習
《タ守ブル電子サイコロの製作》
企画担当者 i 酒井孝則，本堂義記，篠競，白井治彦， 水野広治
技術部では先発の『ガラス加工』の公開講座に引き続いて，新たに『電子工作』の公開講座
の開講を試みた。当講座は大学開放係が窓口となり，夏休み期間の小学 5 年生~中学生を対象
に 2 0 名の定員枠で募集した。 2 日間にわたりのべ 8 時間の電子工作を基礎からみっちり体験
してもらい，ものづくりへの興味と自信を持ってもらうことを趣旨に計画した。オープンキャ
ンパスの同企画では，できるだけ多くの人に体験してもらうことを重視しているために短時間
で製作完成できる作品を考慮しているのに対して，当講座では少人数を対象に基本技術を含め
た分りやすい説明と十分な製作時間を活用し充実した内容とした。このために，カラー印刷の
製作資料を準備し，回路規模もやや大きくして電子部品点数も増やしてみた。今回の製作回路
は，初回のオープンキャンパス企画で好評を得たディジタル回路が理解しやすい電子サイコロ
の回路を選定し，これを二つ組み込んだ『ダブ、ル電子サイコロの製作~ (写真 1 )で実施した。
なお，受講者には電子部品費および傷害保険費用として 1 ， 000 円を負担してもらった。
第 1 日目は，配布した製作資料に基づいて使用する工具の説明およびはんだ付け方法の説明
と実習を行った後，製作に使用する電子回路部品が揃っているかの確認を兼ねて 1 点づっ手に
取ってもらい注意事項も交えて詳細な説明を行った。説明の最後には，製作する電子サイコロ
の回路動作説明を一通り行い，製作に取り掛かってもらった。第 2 日目も最初にはんだごてで
の火傷の注意を喚起した後に回路製作に専念してもらった。完成した人から順番に作品の動作
テストを行い，時間内に全員が嬉しそうに意気揚々と持ち帰った。しかし，今頃は親の麻雀用
サイコロになっていることであろう。
今回 2 日間にわたって担当・実施した公開講座の感想と製作トラブルは，以下に列挙する。
1.受講者にとっては， 1 日で集中して製作する方法が効率的なようである。
2. はんだ付けの練習とはんだ吸取り器を用いた部品の取り外し方法の実習は効果があった。
3. ディジタル回路素子に DIP 型 IC を使用したことも影響し，プリント基板の銅箔パターン
がはんだごてのあて過ぎで剥れてしまった物やはんだブリッジなどのトラブノレも多かった。
4. 部品の取付けミスには，同じ形の
PNP と NPN トランジスタの位置
を全く逆にしたケース，数種類の
アルミ電解コンデンサの容量値を
確認しないで取り付けたケースや
発光ダイオードを逆極性で取り付
けた失敗例などがあり，製作者本
人はよい経験をしたと思われる。
5. 2 日分の傷害保険費が徴収金額の 3
割を占めたために安価な電子部品
の入手には苦労した。 写真 1 ダブル電子サイコロの作品例
司
Eよ
??
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